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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
七
回 

よ
り
良
い
下
水
道
を
目
指
し
て 

―
米
元
晋
一
の
欧
米
派
遣 

「
下
水
道
施
設
調
査
並
実
況
視
察
と
し
て
欧
米
各
国
に
出
張

を
命
す 
下
水
改
良
事
務
所
技
師 

米
元
晋
一
」 

『
第
１
種 
秘
書
＊
進
退
・
命
令
・
医
員
・
冊
ノ
七
』 

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
【
東
京
市
文
書
：
重
要
文
化
財
】 

請
求
番
号
：
６
０
３
．
Ｂ
２
．
０
６  

 

は
じ
め
に 

 

今
回
は
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
七
月
、
東
京
市
が
と
あ
る
吏
員
（
職
員
）

の
海
外
派
遣
を
命
令
す
る
際
に
作
成
し
た
文
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
頃
、
東
京
市
が
擁
し
た
吏
員
数
は
約
一
二
〇
〇
人
を
数
え
ま
し
た*

１

。
当
時

こ
の
膨
大
な
吏
員
の
任
免
・
異
動
・
増
俸
・
出
張
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
人
事
に
関
す
る
事

務
を
担
当
し
た
の
が
、
内
記
課
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
当
館
に
は
、
こ
の
内
記

課
が
作
成
し
た
、
吏
員
の
人
事
に
関
す
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
な
か
に
は
、
東
京
市
の
歴
史
上
、
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
の
記
録
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
う
し
た
記
録
の
内
か
ら
、
東
京
市
の
下
水
道
事
業
に
お

い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
米
元
晋
一
（
よ
ね
も
と 

し
ん
い
ち
）
に
関
す
る
文

書
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

米
元
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
山
口
県
生
ま
れ
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇

三
）
に
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科
を
卒
業
後
東
京
市
に
入
り
、
四
十
四
年
に
再
建

さ
れ
た
日
本
橋
の
設
計
・
施
工
に
主
任
技
師
と
し
て
携
わ
っ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

四
十
三
年
か
ら
は
改
良
下
水
道
施
設
準
備
委
員
会
（
東
京
市
が
同
年
五
月
に
設
立
）

幹
事
を
兼
務
、
四
十
四
年
四
月
に
は
下
水
道
改
良
事
務
所
の
専
任
と
な
り
、
同
年
七

月
に
は
欧
米
諸
国
の
下
水
処
理
施
設
を
視
察
す
る
た
め
、
欧
米
派
遣
を
命
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

で
は
早
速
、
欧
米
派
遣
が
決
定
し
た
際
の
文
書
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 １
．
資
料 

 
東
京
市
文
書 

「
下
水
道
施
設
調
査
並
実
況
視
察
と
し
て
欧
米
各
国
に
出
張
を
命
す 

下
水
改
良
事
務
所
技
師 

米
元
晋
一
」
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
） 

冒頭目次 
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２
．
資
料
の
解
読 
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３
．
資
料
の
解
説 

公
文
書
に
よ
る
決
定
と
「
回
議
」 

 

こ
の
文
書
は
、
東
京
市
参
事
会
の
回
議
用
紙
を
用
い
て
、
明
治
四
十
四
年
七
月
十

八
日
に
内
記
課
が
起
案
し
た
も
の
で
す
。 

「
回
議
」
や
「
起
案
」
と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
こ
で
公
文
書
を
用
い

て
案
件
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
や
用
語
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く
説
明
し
ま
し

ょ
う
。 

東
京
市
と
し
て
あ
る
意
思
決
定
を
し
よ
う
と
す
る
時
、
そ
の
事
案
を
担
当
す
る
セ

ク
シ
ョ
ン
が
そ
の
基
礎
と
な
る
原
案
を
作
成
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
「
起
案
」
と
い
い

ま
す
。
起
案
さ
れ
た
文
書
は
、
よ
り
上
位
の
関
係
者
に
回
さ
れ
て
承
認
を
う
け
、
最

終
決
裁
者
に
よ
る
決
裁
が
な
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
起
案
文
書
を
回
し
て
い
く
こ

と
を
「
回
議
」
と
い
い
、
そ
の
文
書
が
最
終
決
裁
を
経
て
施
行
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
文

書
は
「
完
結
」
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
回
議
用
紙
を
用
い
た
意
思
決
定

方
式
は
、
東
京
都
制
の
施
行
（
昭
和
十
八
年
）
以
降
も
引
き
継
が
れ
、
昭
和
四
十
二
年

に
「
決
定
書
方
式
」
に
変
わ
る
ま
で
、
続
け
ら
れ
ま
し
た*

２

。 

今
回
ご
紹
介
し
た
文
書
で
は
、
内
記
課
に
よ
っ
て
起
案
さ
れ
た
文
書
が
、
内
記
課

長
、
技
師
長
（
日
下
部
辨
二
郎
）
、
助
役
（
宮
川
鐵
次
郎
、
田
川
大
吉
郎
）、
市
長
（
尾

崎
行
雄
）
に
回
付
さ
れ
て
決
裁
を
経
た
後
、
翌
十
九
日
の
参
事
会
で
議
決
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
＊
３

。
こ
こ
で
登
場
す
る
参
事
会
と
は
、
市
会
と
並
ぶ
議
決
機
関
で
、

市
長
、
助
役
三
名
、
名
誉
職
参
事
会
員
十
二
名
の
計
十
六
名
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
＊
４

。 

で
は
な
ぜ
回
付
さ
れ
た
順
番
ま
で
わ
か
る
か
と
い
う
と
、
通
常
回
議
用
紙
で
は
、

意
思
決
定
の
上
位
者
か
ら
、
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
役
職
・
決
裁
印
が
配
置
さ
れ
る

た
め
、
そ
の
逆
の
ル
ー
ト
（
下
か
ら
上
へ
）
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、
回
付
さ
れ
た
順
番

が
判
断
で
き
る
の
で
す
。 

以
上
の
過
程
を
経
て
こ
の
文
書
が
決
定
→
施
行
、
す
な
わ
ち
「
完
結
」
し
た
こ
と

は
、
欄
外
に
そ
の
こ
と
を
示
す
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
わ
か
り
ま
す
。
完
結
し

た
文
書
は
分
類
・
編
綴
（
簿
冊
に
綴
じ
込
む
こ
と
）
を
経
て
保
存
さ
れ
ま
す
が
、
簿
冊

に
す
る
際
、
文
書
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
連
番
が
ふ
ら
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
綴
込
番

号
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
欄
外
に
朱
書
き
さ
れ
た
「
五
〇
六
」
と
い
う
数
字
が
こ
れ

に
あ
た
り
ま
す
。 

な
お
当
時
の
文
書
取
扱
規
程
で
は
、
も
し
文
書
中
に
間
違
い
な
ど
あ
れ
ば
、
主
務

課
長
に
通
知
し
て
訂
正
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
＊
５

。
こ
の
文
書
で
も
、
訂

正
の
あ
っ
た
個
所
の
欄
外
に
、
訂
正
内
容
と
内
記
課
長
の
印
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

欄
外
に
「
辞
令
七
月
二
十
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
本
件
が
議
決
さ
れ
た
翌
日
に
は
、

米
元
に
欧
米
派
遣
を
命
じ
る
辞
令
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

当
時
の
下
水
道
事
情
と
東
京
市
の
施
策 

続
い
て
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
知
る
た
め
に
、
こ
の
頃
の
東
京
市
の
下

水
道
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
か
ら
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
ま
で
コ
レ
ラ
が
断
続
的
に

流
行
し
、
特
に
明
治
十
五
年
の
大
流
行
で
は
東
京
十
五
区
で
死
者
四
千
五
百
人
以
上

を
出
す
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。
下
水
道
整
備
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
政
府
は
、
明
治

十
六
年
に
東
京
府
に
上
下
水
道
の
改
良
を
示
達
し
ま
す
。
翌
十
七
年
に
は
政
府
に
よ

る
補
助
金
交
付
が
決
定
し
、
東
京
府
は
事
業
計
画
を
立
案
、
同
年
中
に
神
田
下
水
の

工
事
に
着
手
し
ま
す
が
、
三
年
目
に
国
家
補
助
が
不
許
可
と
な
り
、
計
画
は
中
止
と

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
明
治
二
十
一
年
に
東
京
市
区
改
正
委
員
会
＊
６

に
上
下
水
道
の
設
計
調
査

委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
、
上
下
水
道
事

業
の
実
施
に
は
膨
大
な
費
用
を
要
す
る
た
め
、
当
面
上
水
道
を
優
先
さ
せ
る
方
針
を

同
年
十
月
に
決
定
、
東
京
市
の
下
水
道
事
業
は
中
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

し
か
し
、
産
業
の
急
速
な
発
展
と
人
口
集
中
に
伴
い
都
市
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
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を
背
景
に
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
下
水
道
法
が
制
定
さ
れ
、
三
十
七
年

に
は
市
区
改
正
委
員
会
が
中
島
鋭
治
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
臨
時
委
員
に
任
命
、
下

水
道
設
計
計
画
を
委
嘱
し
ま
す
。
同
教
授
の
報
告
書
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
「
東
京

市
下
水
道
設
計
」
は
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
東
京
市
の
下

水
道
事
業
が
再
始
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
四
十
四
年
に
は
第
一
期
工
事
が
認
可
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
東
京
市
役
所
内

に
下
水
道
改
良
事
務
所
が
設
置
さ
れ
て
、
下
水
道
改
良
の
推
進
を
開
始
し
ま
し
た
。 

米
元
は
、
東
京
市
が
一
時
中
断
し
て
い
た
下
水
道
整
備
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と
い

う
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、
東
京
市
役
所
の
吏
員
と
な
り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
下
水
道
改
良
事
務
所
に
配
属
後
す
ぐ
に
欧
米
派
遣
を
命
じ
ら
れ
た

こ
と
か
ら
、
米
元
に
向
け
ら
れ
た
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。 

 

視
察
の
概
要
と
そ
の
成
果 

米
元
の
欧
米
視
察
調
査
は
、
約
九
ヶ
月
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
派
遣
命
令
を
受

け
た
翌
月
、
八
月
十
三
日
に
東
京
を
出
発
、
往
路
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ド
イ
ツ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
等
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
巡
り

ま
し
た
。
つ
い
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
各
都
市
を
視
察
し
た
後
、
太
平
洋
を
横
断
し

て
明
治
四
十
五
年
五
月
十
日
に
帰
国
し
ま
す
。 

こ
の
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
大
都
市
の
下
水
道
管
き
ょ
網
は
一
と
お
り
完
成
し
、

大
都
市
の
郊
外
部
や
中
小
都
市
で
活
発
に
下
水
道
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
管
き
ょ
が
整
備
さ
れ
た
結
果
、
多
く
の
汚
水
が
そ
の
ま
ま
河
川
に
流
入
す
る
こ

と
に
な
り
、
河
川
の
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
い
か
に
下
水
を
処
理

し
て
放
流
す
る
か
、
複
数
の
処
理
法
が
模
索
さ
れ
て
い
た
時
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

米
元
は
欧
米
各
都
市
の
先
進
的
な
取
組
み
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
回
り
、
視
察
で
学
ん
だ

下
水
処
理
技
術
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
す
。 

帰
国
後
の
米
元
は
、
下
水
道
改
良
工
事
顧
問
会
（
既
定
の
計
画
を
再
検
討
す
る
た

め
に
明
治
四
十
四
年
九
月
に
設
置
）
で
提
言
し
、
既
定
計
画
の
雨
水
量
算
定
式
を
、

欧
米
各
地
で
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
方
式
（「
合
理
式
」）
に
変
更
し
た
り
、
新
し
く
建

設
す
る
三
河
島
汚
水
処
分
場
＊
７

に
最
新
の
英
国
式
の
下
水
処
理
法
（
散
水
ろ
床
法
）

を
導
入
さ
せ
る
な
ど
、
視
察
の
成
果
を
実
際
の
下
水
道
整
備
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

し
た
。 

そ
の
後
も
米
元
は
東
京
市
で
下
水
道
事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
、
大
正

四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
臨
時
下
水
改
良
課
長
、
大
正
九
年
か
ら
は
臨
時
水
道
拡
張

課
長
も
兼
務
し
ま
し
た
。
翌
十
年
に
は
、
東
京
市
で
起
き
た
疑
獄
事
件
で
部
下
二
名

が
収
監
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
東
京
市
を
去
り
ま
す
が
＊
８

、
そ
の
後
も
豊
富
な
経
験
・

知
識
を
活
か
し
て
各
地
の
下
水
道
整
備
を
指
導
し
、
日
本
に
お
け
る
下
水
道
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。 

 

お
わ
り
に 

今
回
ご
紹
介
し
た
資
料
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
吏
員
の
人
事
を
担
当
す

る
課
が
作
成
し
た
事
務
的
な
文
書
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
こ
の
海
外
派
遣
で
米
元
が

得
た
最
先
端
の
知
見
が
、
東
京
の
下
水
道
整
備
に
活
か
さ
れ
、
近
代
下
水
道
施
設
の

先
駆
け
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
下
水
道
技
術
の
発
展
に
大
き
く
影
響

を
与
え
た
出
来
事
の
記
録
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

既
に
述
べ
た
と
お
り
、
明
治
十
七
年
に
東
京
府
が
策
定
し
た
下
水
道
計
画
は
と
ん

挫
し
、
明
治
二
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
様
々
な
社
会
基
盤
を
整
備
す
る
必
要
に
迫
ら

れ
る
な
か
で
、
東
京
の
下
水
道
整
備
は
後
回
し
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
三
〇
年
代
に
は
、
東
京
市
で
下
水
道
改
良
の
必
要
が
認
識
さ
れ
て
具
体
的
設

計
が
な
さ
れ
、
四
〇
年
代
に
は
、
こ
れ
を
本
格
的
に
推
進
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
下
水
道
を
専
門
と
す
る
吏
員
の
海
外
派
遣
は
、
よ
り
良

い
下
水
道
施
設
の
建
設
を
め
ざ
す
施
策
の
一
環
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
文
書
は
、
苦

難
の
草
創
期
を
経
て
再
び
動
き
出
し
た
東
京
の
下
水
道
事
業
の
あ
ゆ
み
を
、
今
に
伝

え
る
資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 
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